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東京湾の地形とペリー来航及び第 3 海堡の地震被害の関係の考察 
 

元前橋工科大学 フェロー会員 那須 誠 

 

１．はじめに  

 東京湾の地形と江戸時代末期のペリー来航路の関係，

及び 1923 年関東大地震による東京湾第 3海堡の被害と

地盤の関係について考察した結果を報告する． 

２．東京湾地形と江戸時代末期のペリー来航 

嘉永 6 年(1853 年)にペリー率いる米国海軍艦隊の艦

船が日本に来航した(いわゆる黒船来航)．当初来航した

久里浜は砂浜で黒船が停泊できず，幕府は江戸湾浦賀

に誘導した 1)(図-1)．このように海上を船が安全に航行

するためにはある水深が必要なのは現在も同じである． 

ここで，図-23)をみると，現在でも久里浜沖は遠浅の

幅広の湾状を示し，浦賀港は谷形状の比較的幅の狭い

湾の奥にあることが分かる．また，図-2 には水深の最

も深いところが谷形状に続くことが示されている．そ

の横断図を示す図-34)，45)をみると，東京湾の東西方向

の横断形状は V~U 字型の谷形状を示すが，東西両側の

谷斜面勾配が異なること，東側より西側の斜面勾配が

急であることも分かる．即ち，千葉県側よりも久里浜

側の水深が深く，東京湾の西側の久里浜側をペリー艦

隊が航行したことが理解される．なお，東京湾の東側

の千葉県側の海岸には，図-3，4 に対応するように遠浅

の干潟および浅海域(例えば三番瀬，谷津干潟，行徳湿

図-1 横須賀付近の新地形図(原図 2)に加筆) 
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図-2 東京湾の海底地形図 3) 
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図-3 久里浜港沖の東京湾の横断地形 4) 

図-4 東扇島火力発電所-富津火力発電所間の東京湾横断地形 5)
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地等)が多くみられる． 

 なお，図-56)のボスポラス海峡は V字型谷の横断地形

で，左右の谷斜面勾配が異なり最深部も左側に寄り，

それは図-3，4 と同様である．このように地球表面の凸

部(山など)や凹部(谷など)の横断形状は左右非対称で左

右縁辺の勾配は片方が急で片方が緩いことが多い 7)． 

３．東京湾第３海堡の 1923 年関東大地震被害と地盤 

明治25年8月着工，大正10年3月竣工の東京湾第3海堡

は水深39ｍの海底(砂利混じり砂)に建設された人工島

で，1923年関東大地震で大被害を受け殆どの構造物が

海中に没した．海堡は水深の浅い第1，水深が中間の第

2，水深の深い第3の3つ造られていたが，被害は水深が

深いほど大きく，第3海堡の被害が最大であった8)． 

第3海堡の被害状態を示す図-6をみると，被害程度は

海堡全体が同じでなく，A,D側が小さくB,C側が大きい．

図-7の位置平面図と図-8の断面図をみると，海堡周囲

の海底の傾斜の大きいB,C側で被害が大きいことが分

かる．従って，沈下だけでなく周囲の海底の傾斜の大

きい方にすべり等も発生したことが推察される． 

類似の地形での地盤変位が県営川岸町アパート付近

(1964 年新潟地震)や竹内工業団地(2000 年鳥取県西部

地震)でもみられる 9)．例えば，前者では自然堤防に接する

信濃川河道跡の埋立地盤が，両地盤境界に亀裂を伴って信

濃川方向(=旧河底傾斜方向)に変位している(図-9)． 

４．おわりに 

 以上に述べたように，ペリー艦隊が東京湾東岸の千

葉側でなく西岸の浦賀に上陸したのは，東京湾の最深

部が西側に寄っていたためであることが推察される． 

また，1923 年関東大地震で被害を受けた第 3 海堡全

体の被害状態が同じでないのは，周囲の海底の傾斜が

大きく影響したためであることが推察される． 
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図-8 東京湾第 3 海堡断面図(1906 年原図 8)に加筆)

図-7 東京湾第 3 海堡の位置平面図 8) 
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図-9 県営川岸町アパート付近の被害写真 9) 
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図-6 東京湾第 3 海堡の関東大地震被害写真 8) 
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